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乳幼児虐待と乳児院の 役割
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［は じめに］

　近年、乳幼児をは じめ児童虐待の 件数は 急増し、国

に お い て も児童福祉法 の 改正、児童虐待防止 法 の 制定

等、そ の 対応 に追われ て い るの が現状で ある。

　 こ こ で は、虐待を受けた 乳幼児に 対す る対応 、特 に

一
時保護や 措置 入 所 の 受 け皿 と な っ て い る 乳 児 院 の 役

割 と問題点 に つ い て検討 したい
。

1 ．小 児虐待の実態

　厚生省 に よ る と、全国の 児童相談所 にお ける虐待相

談件数 は、下図に示 されるように平成 2 年 の 1
，
101 件

か ら平成 11年度 に は 11，631件と 10倍 に 急増して い

る。東京 にお い て は平成 6年 に 217 件 で あ っ たもの が 、

5 年後 の 平成 11 年度 に お い て は 1
，
315 件 と約 6 倍 に

急増 して い る 。
こ れ らの 数字 は 、児童相談所に て 受け

付けた虐待 に関わ る相談件数 で あ り、実際には、こ れ

よ りは る か に多い 件数が存在 して い る と推定され て い

る。

　　　　 児 童 相 談 所 に よ る 相 談 件 数
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　年齢分布で み る と、3 歳未満の乳幼児が約 2割を占

め て お り、一
時保護 され た 児 は 2 千名 を超 えて い る。

児 童 福 祉 施 設 に
．一．一

時保護委 託 （児 童 福祉 法 33 条） さ

れた児 の 約 7 割が児童養護施設 に入所 して い る が、乳

児 の 揚合は、児童相談所に併設 され た一
時保護施設や

児童養護施設 で は 処遇が困 難 で あ り、約 15％ の 虐待

乳幼児 が 乳児院 で 保護 され て い る。

ll　 児童虐待防止法の 意義

　「児童虐待 の 防止 等 に 関す る法律」 は、平成 12年 11

月 20 日に施行 され たが 、児童虐待を早期に発見（第 5

条）し、発見者は速やか に児童相談所 に 通 告 を行 い （第 8

条）、そ の 通告は 守秘義務 よ り優先され（第 6 条）、同時

に通告者 の プラ イバ シ
ー

が保護 される こ ととなっ た。

通告 を受 けた児童相談所 は、直ち に そ の 事実を確認す

る と共 に、虐待 が 疑 わ しい 場 合 に は 児童福祉法第 33

条に 基づ き躊躇な く
一

時傑護を行 う（第 8 条）こ とが 明

記 され て い る。また、必要に応 じて 立 ち入 り調査（第 9

条）や警察官の 援助 （第 10 条）を受け る こ とも可 能 と

な っ た。加 えて 児童虐待 を行 っ た保護者 は、カ ウン セ

リン グ等 の 指導を受ける義務（第 11、13 条〉を生 じ、

乳児院や児童養護施設等 に措置された児 に 対 して は、

必要 に 応 じて保護者 の 面会を制限 （第 12条）す るこ と

も 可 能 と な っ た。ま た 、保護者 の 「親権 の 喪失 」 に つ

い て は、児童相談所長 もそ の 請求権者 とされて お り、

児童福祉法第 28 条に基づ く家庭裁判所 の 審判 の も と

に親権を喪失させ 、児童福祉施設 に措置 され る ように

適切 に運用 され る こ と（第 15 条）とされ た。

こ の よ うに、児童虐待防止 法 に お い て は、児 童福祉法

に よ る虐待 に 関連す る 事項 を強化 補 強す る形 とな り、

虐待児 の 権利擁護が進展する こ と となっ た。

皿 ．乳児院 に おける虐待乳幼児の 実態

　乳児院は、現在全国に 116施設があ る 。 乳児院に は 、

約 3，000 名 の 乳幼児 が 措置 され て い る が 、その 内、一．．

時保護受託児を含め て虐待に関わ る乳幼児が約 25％

在院 し て い る 。

　演者 の 所属 して い る東京都 立 母子保健院乳児院 に お

い て は、過去 5 年間に おけ る 入 所理由をみ る と、虐待

児 が 最 も多 く 36．2％ 、母 親 の 入 院や 家族 の 疾病

30．4％ 、次 子 出 産 23．7％ 、家庭 の 事情 3．4％ 、母 死

亡 1．3％ 、そ の 他 5．9％ とな っ て い る。

　一・方、こ れ らの 虐待児 の 分類 を み る と 、 次頁 の 図 に

示 され る ように、身体的虐待が 36．4％ と最 も多 く、不

適切な養育 28．8％ 、養育 の 放棄 21．6％ 、保護怠慢が

14．2％ と な っ て い る 。

こ の ように、当院乳児院 の 入所児に占め る虐待児 の 比

率 は極 め て 高 くな っ て い る が、こ れは、小児科医、臨
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床心理 士、ケース ワーカー
が配置され て い る病院併

設 の 乳児院 で ある ため と思 わ れ る。

保護 怠慢

　 　 　放 棄

不 適 切 な養 育

身体 的な虐待

虐待 の 分 類
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　こ の よ うな 、 全国的に み て も乳児院における虐待

児が多い とい う実態 に対して 、平成 11、年度 か ら多

くの 乳児院 に 「家庭支援専門相談員（フ ァ ミ リ
ー・

ケース ワーカー）」 が 、また 、 児童養護施設 に は心

理指導員が配置され る こ と とな り、よ り専門的な処

遇 に 取 り組 んで い く第
一

歩 とな っ て い る。

IV．虐待児 に 対する乳児院 の 役割

　 虐待 を受けた乳幼児に対す る乳児院 の 役割 と し

て は 、以下の 4 点があげ られ る。
1 ）養育 的 治療

　適切な愛着関係が 樹 立 されず、身体的、精神的な

脅威 に さらされ て き た 乳幼児 に 対 し て 、まずもっ て

担 当保育士 との 愛着形成 に よ り、不 安 を い や し、精

神的 に 安定した 環境 で の 成長 ・発達 を促 す。

2 ） 子 どもの 評価

　発達的・神経学的並び に 身体的な評価を行 い 、ま

た 、こ れ ま で の 養育環境 に お い て 欠落 して い た と思

われ る 内容を評価 し、そ の 子 どもに必 要な養育計画

を立 案す る。

3 ）親 並 び に親 子 関 係 の 評価

　関係機関か らの 情報 を整理す る と と もに、親と の

面接 を通 して親の評価を行 う。また、面会可能な場

合に は、ス タ ッ フ が立ち会 い 、親 ：
」
二
の 関 わ り、児 の

反応、親 の 養育者 と して の 能力等 を観察す る と共

に 、必 要な助言 を適宜行 っ て い く。 将来的な家族 の

再統合 に 向け て、適 切な評価と援助 が 不可欠 とな

る e4

） 関係機関との 連 携

　児童相談所 は も と よ り、保健所 （保健セ ン タ
ー

）、

児童委員や民生委員、保護者 と関わ りの あ る医療機

関等 との 連携の も と に、情報 の 共有化 を行 うと共

に、関係機関との ネ ッ トワ
ー

ク会議に お い て、各機関

の 役割分担 と処 遇方針 の 決定、ある い は 見直 し を定期

的 に行 っ て い く。

V ，処遇方針をめ ぐっ て の 問題点

　 当院にお い て は 、 こ の よ うな方向 に て虐待児並び に

保護者への 援助を行 っ て い る とこ ろ で あ る が、児童相

談所 と児 の 処遇方針にっ い て 意見 の 不
一

致に至 る こ と

が多々 あ り、困惑す る こ とも少 なくない
。

1）保護者が虐待 の 事実をなか なか認めない 場 合、児

童相談所は、児童福祉法 28 条による家庭裁判所 の 審

判 をあお ぐ決断が つ か な い こ とが 多く、家庭復帰を条

件 に 乳児院措置 の 同意を保護者か ら取る揚合が ある D

そ の よ うな揚合には、虐待 の 事実が宙に浮き、虐待再

発 の 危険性 が 高 くな る。

2 ）児童福祉法 （第 28 条｝並びに児童虐待防止法 に

よる乳幼児 の 保護、親権の喪失、停止 に 向けた審判 に

当た っ て は、訴求者に よ る虐待事実 の 立証 は極め て 困

難で あ る。大 切 な こ と は 、刑事事件 とは異な り、保護

者 に よ る虐待を 「否定で きる確証 」 がない 限 り、子 ど

もの 保護 と権利擁護が優先され る べ きとい うの が法 の

趣旨と考え られ る。幸 い に、最 近 の 家裁 に よ る審判事

例をみ る と、そ の よ うな方向に進 み つ つ あ る が 、 児竜

相談所等 における この よ うな理解が 不十分な こ ともあ

り、子 どもの 権利が十分に擁護され ない 恐れが あ る。

3）乳児院等 に 措置後、当然 の こ と なが ら家族の 再統

合 、 家庭復帰が 課題 と なる。しか し、そ の 場合 に は 、

虐待 の 再発が起 こ り得な い こ と を前提 と しなければな

らな い ．し か しな が ら、保護者 の 引 き 取 り要 求 が 強 い

場合、安 易 な再統合に 向けた 処遇方針 が 先行し がちで

あ る。慎重 さに欠 け た家庭復帰 の 結果 、重篤な身体的

虐待 の 再発 に 至 っ たとい う事例は、決 して 少 な くない 。

おわりに 一
処遇環境の改善が不 可 欠

　乳児院 は もとよ り．児童養護施設 に お い て も、直接

処遇ス タ ッ フ の 配置基準は極め て低く、ま た、各種の

専 門 ス タ ッ フ の 配置 も乏 し く、 虐待児の ケ ア を十分に

行 うに ふ さわ し い 環境に ある とは言 えな い 状況 に あ

る。日本におけ る児童福祉施設 は、い ま だ 救貧時代を

脱却 し きれ て い な い とい っ て も過言 で な い 。

　
一

方、虐待児 を養育家庭 に委 託 す る道 もあ る が、ま

だ目本にお い て は十分定着し て い ない 現状 に あ る。虐

待児が 急増して い る今 日、そ の ケ ア を専門的 に行 うこ

との で き る施設整備 と社会基盤整備 が 切 に望まれ て い

る。
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